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緒 言

歯科矯正臨床では，治療計画の立案を行う際，上下
顎歯の咬合関係の特徴にのみ注目すると正確な診断を
行うことができないため，顎顔面形態の異常，発育障
害，歯周疾患，全身疾患，社会心理学的な問題などを
診査し，患者の全体像を十分に把握することが重要で
ある．患者が抱えるこれらの問題をすべて見逃さない
ようにするためには，適切な情報を取り込んだ総合的
なデータベースを構築し，問題志向型アプローチによ
り，治療計画の立案を行う必要がある．すなわち，医
療面接，問診表，臨床的診査，診断資料の分析結果な
どから得られた診断用データベースから問題リストを
抽出して，優先順位をつけて配列し，個々の問題に対

して解決法を検討した上で総合的な治療計画を立案
し，最終的には患者との協議の上，治療計画を決定し
ていくというプロセスが重要である１）．これにより，
患者のデータを客観的に分析し，科学的根拠に基づい
て，問題志向型の治療計画の立案および治療を行うと
いうエビデンスベイスドメディシン（EBM）が実現で
き，患者の悩みを受け止め，患者とのコミュニケーショ
ンを大切にする患者中心の治療が行えると考えられ
る．
以前から，主訴，既往歴・現病歴，臨床診査，形態

的および機能的な検査資料とその解析結果などの情報
をデータベース化することは行われてきた２～８）が，問
題志向型アプローチによる治療計画書を含んだ総合的
なデータベースについての報告はない．

歯科矯正臨床において，上下顎歯の咬合関係の特徴にのみ注目すると，正確な診断を行うことができな
いため，顎顔面形態の異常，発育障害，歯周疾患，全身疾患，社会心理学的な問題などを診査し，患者の
全体像を十分に把握することが重要である．患者が抱えるこれらの問題をすべて見逃さないようにするた
めには，適切な情報を取り込んだ総合的なデータベースを構築し，問題志向型アプローチにより，治療計
画の立案を行う必要がある．本報告では，治療計画書を含むデータベースを用いた患者情報管理システム
について，その有用性と今後の展望について紹介する．
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Orthodontic diagnosis must be comprehensive, not focused only on occlusion between upper and lower teeth. It is,

therefore, important to examine the craniofacial morphology, growth disturbance, periodontal disease, medical prob-

lems, and social and behavioral problems to have a broad overview of the patient’s situation. The essence of the

problem-oriented approach is the development of a comprehensive database of pertinent information so that no prob-

lems will be overlooked. This report describes the availability and future prospects of an information management sys-

tem for patients, including orthodontic treatment planning.
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本報告では，治療計画書を含むデータベースを用い
た患者情報管理システムについて，その有用性と今後
の展望について紹介する．

方法および結果

朝日大学歯学部附属病院矯正歯科において，症例の
診断・治療計画の立案のために用いる治療計画書と基
本情報，紹介者情報などを含む患者情報データベース
を作成し，これらの患者情報の管理については，学内
LAN（Local Area Network）とは別に矯正歯科内に小規
模なクライアントサーバーネットワークシステムを導
入し，閉じられたネットワークの中で各種データを一
元管理することとした．また，他医院から紹介された
患者についての診断内容，治療経過などを紹介元の医
院に報告する形式も統一して，データベース化した．
具体的には，矯正歯科内ネットワークシステムに用

いる LAN として，資料管理室に設置したサーバーコ
ンピュータと矯正歯科診療室，医局，分析室のそれぞ
れに設置したクライアント端末とを，１００BaseTのハ
ブと接続線を介して接続した（図１）．端末の OS（Op-

erating System）は，Microsoft Windows XP ProfessionalTM

を，サーバー用 OSはMicrosoft Windows Server２００３TM

（いずれも，マイクロソフト株式会社，東京）を用い

た．また，クライアント端末のデータベースソフトウェ
アとしてMicrosoft Access２００３TMを，データの一元管
理のためのソフトウェアとして，サーバーコンピュー
タにMicrosoft SQL Server２０００TM（いずれもマイクロ
ソフト株式会社，東京）を使用した．
データのセキュリティ対策として，サーバーを設置

した資料管理室は，常時，施錠することとした．また，
クライアント端末からのデータ持ち出しを防ぐ目的
で，フロッピーディスク，MOディスク，CD・DVD，
USBメモリストレージなど，リムーバブルディスク
へのデータ書き込みを禁止するソフトウェア４th Eye

ProfessionalTM（サイエンスパーク株式会社，東京）を各
端末にインストールした．

１．基本情報入力

（１）基本情報登録（図２）
基本情報は，病院カルテ番号，矯正科ファイル番号，

氏名，ふりがな，性別，生年月日，初診日，初診時年
齢，担当医名，指導医名，住所，電話番号，紹介者氏
名からなる．氏名を入力する際ふりがなは自動入力さ
れるように，初診時年齢は生年月日と初診日から計算
して表示されるように，住所の入力の際には郵便番号
から市区町村名まで自動入力されるように設定した．

図１．矯正歯科内ネットワーク
サーバーコンピュータを資料管理室に設置し，同室は常時施錠されている．
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紹介者氏名は，後述の紹介者登録情報とリンクされて
おり，すでに登録されている紹介者は紹介者氏名欄の
ポップアップウインドウにアイウエオ順で表示される
ように設定した．紹介者氏名欄のポップアップウイン
ドウに表示されない場合は，紹介者登録をしてから基

本情報登録を行うこととした．

（２）紹介者登録
紹介者情報は，紹介医院名，紹介者氏名，ふりがな，

住所，電話番号からなる．前述のように，基本情報登
録画面の紹介者氏名欄のポップアップウインドウに紹
介者が表示されない（まだ紹介者が登録されていない）
場合に，紹介者登録を行うこととした．

２．各種データ入力

（１）問診情報
問診情報は，主訴，矯正歯科治療を受けようと思っ

た動機，矯正治療に対する希望，現病歴，既往歴，手
術歴，口腔習癖の有無，家族の歯ならび，発育状況，
身長の記録からなる．

（２）治療計画書（診断情報）（図３）
症例の診断・治療計画の立案のために用いる治療計

画書のフォームを問題志向型アプローチに基づく形式
に統一した．問題志向型アプローチに基づく治療計画
書は，医療面接内容，臨床診査，診断資料の分析結果，
問題リスト，問題に対する解決策，解決策の相互作用，

図２．基本情報登録に用いるコンピュータ画面
各項目間の移動はリターンキーで行う．

図３．治療計画書（診断情報）入力に用いるコンピュータ画面
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治療概要，治療によるリスク，治療方針，その他特記
事項，保定方法，治療期間からなり，患者の抱える問
題を網羅した情報を取り込んだ総合的なデータベース
を構築することとした．基本的な分析結果の分類につ
いては，将来，検索が容易に行えるように，ポップアッ
プウインドウの候補の中から選択することとした．例
えば，上下顎骨の前後的関係については，骨格性１級，
２級，３級から選択できるように設定した．

（３）治療内容
治療内容は，診療日，治療時年齢，治療段階，治療

内容からなる．治療内容の画面では，病院カルテ番号
を入力すると，基本情報ですでに入力済みの項目（矯
正科ファイル番号，氏名，性別，生年月日，担当医名，
指導医名）は自動的に表示されるように設定した．治
療時年齢は生年月日と治療年月日から計算して表示さ
れるようにした．

３．各種書類作成

各種書類作成画面は，診断報告（１期治療，２期治
療），治療結果報告（１期治療，２期治療），歯科治療

依頼からなる．
診断報告，治療結果報告の入力画面では，病院カル

テ番号を入力すると，基本情報ですでに入力済みの項
目（患者氏名，紹介者氏名）は表示されるように設定
し，診断日などもポップアップウインドウから選択で
きるようにした．また，診断報告では，診断時の口腔
内写真を，治療結果報告では，初診時および治療後の
口腔内写真のデジタルデータを書類に貼り付けて，プ
リントアウトすることとした（図４）．

考 察

１．患者情報データベースの構築について

一般的に，コンピュータを用いたデータベースを構
築する場合，データ入力作業をどれだけ軽減できるか
ということが，システムを効率よく運用できるかどう
かの鍵となる９）．本システムでは，ポップアップウイ
ンドウに入力すべき項目の候補を表示させ，一度入力
した項目は別の画面で必要に応じて自動表示されるよ
うにした．基本情報登録での紹介者名の入力では，過
去に紹介者情報として入力した紹介者名をアイウエオ
順でポップアップウインドウに表示させて選択できる
ようにした．このように，入力時の手間を省き，既に
入力した情報を活用して次の入力の手間も省くことに
よって，システムを効率よく運用することができる．
また，診断報告や治療結果報告において，口腔内写

真を添付することにより，初診時あるいは治療終了時
の状態を紹介元の歯科医院に知らせることができ，効
率的な病診連携を実践できると考える．
患者情報データベース作成のために汎用のソフト

ウェアを用いた報告は多く認められる１０～１２）が，市販の
歯科用データベースソフトウェアを用いる場合と比較
して，個々の医院に合った“使えるデータベース”を
作成でき，必要な項目を付け足したり，入力方法を工
夫したりすることが容易にできるという利点があると
いわれている１２）．本システムでも，Microsoft Access

２００３TMという汎用のソフトウェアを用いることで，入
力項目を自由に選択・追加することができ，システム
構成も簡単に変更できる点で使いやすいデータベース
であるといえる．

２．問題志向型データベースについて

本システムのように，問題志向型の治療計画書を
データベースとして蓄積していくことの利点は，当科
の来院患者の特徴を把握することが容易になるため，
今後，臨床面・研究面において様々な活用が可能にな
ることである．すなわち，診断内容・治療内容を蓄積
し，症例の分類とそれぞれの症例に対する治療方針が

図４．治療結果報告の入力画面の一例
病院カルテ番号を入力すると，基本情報ですでに入力済
みの項目（患者氏名，紹介者氏名）は表示されるように
設定されている．
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容易に検索できるようになり，将来的には，類似症例
についての診断支援システムを確立することができる
と考える．
一方，治療計画書をデータベース化する上で注意す

べき点は，患者の抱える問題点が複雑多岐にわたるた
め，これらの問題点を単純化してデータベース化する
ことがむずかしいことがあげられる．矯正歯科治療の
治療計画の立案を支援するシステムに関する過去の報
告１３～１６）でも，蓄積されたデータを可能な限り単純化し
て，治療計画決定の手順に組み込む必要があると述べ
られている．当科では，症例検討会において，治療計
画書の問題リストに用いる語句および問題に対する解
決策などの統一をできるだけ図りながら治療計画書を
作成し，それらのキーワードを用いて検索できるよう
にして，今後，診断支援システムの構築を目指して，
患者の個々の問題に対しての解決策を蓄積していく予
定である．

３．患者情報の管理について

患者情報の管理について，もっとも安全な方法は，
サーバーが接続されるネットワークをインターネット
などの外部とは物理的に切り離し，独自のネットワー
クにすることが望ましいとされている８）．
本システムでは，矯正歯科内に小規模なクライアン

トサーバーネットワークシステムを学内 LAN とは別
に構築することにより，外部とは接続していないネッ
トワーク内でデータのやり取りができることから，イ
ンターネットなど外部のネットワークからの侵入によ
るデータの流出を避けることができ，各種データを安
全に一元管理できる．さらには，資料管理室（サーバー
室）を常時施錠することでサーバーからのデータ流出
を防止し，クライアント端末からリムーバブルディス
クへのデータのコピーを禁止するソフトウェアの使用
により端末からのデータ持ち出しも防止することがで
きると考える．
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